
「統計的な推測」を

主体的に学ぶための教材の提案

実際に授業で使用した教材もありますので、併せて御覧ください



１ 目的・ねらい

・確率分布から始まり、突然なぜ正規分布が出てくる？
・何のために正規分布を学んでいる？
・区間推定や仮説検定のときには気持ちが離れている。

等

？

主体的に学ぶ意欲の低下



１ 目的・ねらい

前のスライドで提示した問題点を改善するために
以下の三つのポイントに重点を置きました。

①学ぶ順序の変更

②初めに「最終問題」として実生活に紐づいた課題を提示

③随所に「評価ポイント」を設定しその都度振り返りを促す



１ 目的・ねらい

正規分布 仮説検定

母集団と標本
標本平均

推定

「数学Ⅰ」で学んだ仮説検定を題材とし
た問題から行うことで、正規分布の有用
性を実感するとともに、生徒の気持ちが
離れないようにする。

①学ぶ順序の変更

本来の流れ



１ 目的・ねらい

②始めに「最終問題」として
実生活に紐づいた課題を提示

③随所に「評価ポイント」を設定し
その都度振り返りを促す

さまざまな問題点に気付く

正規分布の有用性を実感する

主体的に学ぼうとする意欲を高める

・粘り強く取り組んでいるか
・自己の見直しができているか 等
主体性の評価につなげる



２ 教材の使用方法
①興味を引く課題
②仮説検定を意識
③最終的にこの問題を
解くために学ぶのだ
という目的意識付け

これを計算することは困難…。

別の方法の必要性
そもそもコイン投げの分布って
どうなるの？⇒正規分布へ

資料Ｐ２参照



２ 教材の使用方法

身近なデータで興味付けをし、
多くのデータが正規分布の形に
従うことを知る。
※コインは実際に投げさせ（コイン投げサイトを利用）
予想させた後、すぐに集計して結果の分布を見せる。

①

②

③



２ 教材の使用方法
問題１

正規分布表の提示 「生徒の気付き」があって
初めて有用性を実感

※確率を面積で表すことを学んだ後

資料Ｐ６～７参照正規分表の有用性を実感するため
あえて標準正規分布から提示

これを計算することは困難…。



２ 教材の使用方法
問題２

・生徒の気付き
・現状の問題把握

正規分布⇒標準正規分布

何とか

にできないか

ここで標準化の有用性を実感し ⇒ 最初に提示した最終問題へ

ここはもう一歩踏み込んで、
「どうしたらよいか」まで考えられるとなおよい

・解決の糸口

資料Ｐ６～８参照

★できればこの発想が出てほしい



２ 教材の使用方法

正規分布の有用性を実感

仮説検定を理解

資料Ｐ10参照最後に自力(グループも可)
で最終問題を解く！



３ まとめ・成果 ※生徒たちが書いた振り返りの一例

他分野までつなげようとしている この分野のつながりを自分なりに解釈している

有用性の実感のみにとどまっている

自分なりのまとめを
作成している



３ まとめ・成果

③随所に「評価ポイント」を設定し
その都度振り返りを促した。

常に問題意識をもって臨み、主体
的に学習に取り組んでいた。

②初めに「最終問題」として
実生活に紐づいた課題を提示

目標が明確であるため、主体的に
知識を吸収しようとしていた。

①学ぶ順序の変更
仮説検定に自然に入ることができ、
苦手意識をもたなかった。

【教材のポイント①～③】

よろしければ
御活用ください
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